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JICA
堀米

（団長）

JICA
坂部

（計画管理）
福地団員 上村団員 森田団員 多田団員

1 4月9日 火 バンコック

2 4月10日 水 カトマンズ

3 4月11日 木 カトマンズ

4 4月12日 金 カトマンズ

5 4月13日 土 カトマンズ

6 4月14日 日 カトマンズ

7 4月15日 月 カトマンズ
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→カトマンズ（12:35）、
現地調査及び資料収集
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資料解析・整理
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バンコック（TG642/11:20）

→成田（19:30）
現地調査及び資料収集

22 4月30日 火 カトマンズ
資料収集、JICA事務所へ
調査結果報告

23 5月1日 水 バンコック
カトマンズ（TG320/13:40）
→バンコック（18:10）

24 5月2日 木 帰着
バンコック（TG640/11:20）
→成田（19:30）

バンコック（TG640/11:20）→成田（19:30）

カトマンズ（TG320/13:40）→バンコック（18:10）

現地調査、団内ミーティング及び資料解析、地中送電線ルート測量

資料収集、JICA事務所へ調査結果報告

現地調査及び資料収集

資料解析・整理

団内ミーティング及び資料解析

曜日

現地調査結果についてNEAと協議

NEAとの協議、現地調査及び資料収集

宿泊地

現地調査、団内ミーティング及び資料解析、自然条件調査現地再委託準備

調 査 行 程

現地調査及び資料収集

現地調査及び資料収集

現地調査及び資料収集、地中送電線ルート測量

現地調査及び資料収集、地中送電線ルート測量

月日日順

コンサルタント団員官団員

アジア開発銀行表敬、現地調査

現地調査

団内ミーティング及び資料解析、自然条件調査現地再委託準備

NEAとインセプション・レポート内容及び調査日程等協議、現地調査

（現地調査）

NEAとの協議、現地調査、団内ミーティング、自然条件調査現地再委託準備

カトマンズ（TG320/13:40）→バンコック（18:10)、
バンコック（NH916/23:15）→成田（07:10、4/19）

ミニッツ署名、大使館及びJICA事務所へ報告 現地調査及び資料収集、地中送電線ルート測量

NEAとの協議、現地調査
現地調査及び資料収集、

自然条件調査現地再委託準備、
地中送電線ルート測量

成田（TG641/11:00)→バンコック（15:30）

バンコック（TG319/10:30）→カトマンズ（12:35）、 大使館表敬、JICA事務所着任報告

水資源省表敬、実施機関（NEA）表敬とインセプション・レポート内容及び調査日程等協議
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 ネパール王国 
 Kingdom of Nepal 
 
一般指標      
政体 立憲君主制 *1 首都 カトマンズ（Kathmandu） *2 

主要都市名 ピラトナガル、パタン、ポカラ *3 元首 国王／ギャネンドラ・ピール・ 
ピクラム・シャー・デーヴ 

*1,3 
労働力総計 10,850 千人 （1999 年） *6 

独立年月日 1769 年（全国統一） *3,4 義務教育年数 5 年間 （   年） *13 
主要民族／ 
部族名 

ﾘﾝﾌﾟｰ、ﾗｲ、ﾀﾏﾝ、ﾈﾜｰﾙ、 
ﾏｶﾞﾙ族等 

*1,3 初等教育就学率 113.0% （1997 年） *6 

主要言語 ネパール語 *1,3 中等教育就学率 42.3% （1997 年） *6 
宗教 ヒンズー教（国教） *1,3 成人非織学率 58.6% （2000 年） *13 
国連加盟年 1955 年１2 月 14 日 *12 人口密度 169.53 人／km2 （1999 年） *6 
世銀加盟年 1961 年 9 月 6 日 *7 人口増加率 2.5% （1980-99 年） *6 
IMF 加盟年 1961 年 9 月 6 日 *7 平均寿命 平均 58.10 男 58.30 女 57.80 *10 
国土面積 147.00 千 km2 *1,6 ５歳児未満死亡率 109 （1999 年） *6 
総人口 23,384 千人 （1999 年） *6 カロリー供給量 2,366.0 cal／日／人 （1997 年） *10 

 
経済指標      
通貨単位 ネパール・ルビー（Rupee） *3 貿易量  （1999 年）  
為替レート 1 US$ = 77.37 （2002 年 3 月） *8 商品輸出 708.8 百万ドル *15 
会計年度 Jul. 14 *6 商品輸入 -1,589.5 百万ドル *15 
国家予算  （2000 年）  輸入カバー率 6.6（月） （1999 年） *14 

歳入総額 40,185 Millions of Rupees *9 主要輸出品目 金、既製服、カーペット、皮革及

び皮製品 
*1 

歳出総額 62,077 Millions of Rupees *9 主要輸入品目 石油製品、機械機器及び部品 *1 
総合収支  130.2 百万ドル （1999 年） *15 日本への輸出  28.4 百万ドル （2000 年） *16 
ODA 受取額  343.7 百万ドル （1999 年） *18 日本からの輸入  31.1 百万ドル （2000 年） *16 
国 内 総 生 産

（GDP） 
 4,994.61 百万ドル （1999 年） *6    

一人当たりの GNI 220.0 ドル （1999 年） *6 総国際準備  887.4 百万ドル （1999 年） *6 
分野別 GDP 農業 41.7% （1999 年） *6 対外債務残高 2,970.1 百万ドル （1999 年） *6 
 鉱工業 21.3% （1999 年） *6 対 外 債 務 返 済 率

（DSR） 
7.9% （1999 年） *6 

 ｻｰﾋﾞｽ業 36.9% （1999 年） *6 *6 
産業別雇用 農業 男 % 女 % （1996-98 年） *6 

インフ レ率（消費者

価格物価上昇率） 
9.0% （1990-99 年） 

 
 鉱工業 % % （1996-98 年） *6    
 ｻｰﾋﾞｽ業 % % （1996-98 年） *6 *11 
実質 GDP 成長率 4.9% （1990-99 年） *6 

国家開発計画 第９次５ヵ年計画（1997 年７月か

ら 2002 年７月まで）  

 
気象（1951 年～1960 年平均） 観測地： カトマンズ（北緯 27 度 42 分、東経 85 度 22 分、標高 1,337m） *4,5 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計  
降水量 14.4 10.3 36.2 34.1 100.9 205.9 389.2 344 182.8 38.0 4.1 1.0 1,361.0mm  
平均気温 9.7 12.8 16.6 20.4 23.1 24.0 23.9 24.0 23.2 19.9 15.0 11.2 18.6℃  

 
*1 各国概況（外務省） *9 Government Finance Statistics Yearbook 2000 (IMF) 
*2 世界の国々一覧表 *10 Human Development Report 2000, 2001 (UNDP) 
*3 世界年鑑 2000（共同通信社） *11 Country Profile (EIU)、外務省資料等 
*4 最新世界各国要覧 10 訂版（東京書籍） *12 United Nations Member States 
*5 理科年表（国立天文台編） *13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO) 
*6 World Development Indicators 2001 (WB) *14 Global Development Finance 2001 (WB) 
*7 BRD Membership List (WB) *15 International Financial Statistics Yearbook 2001 (IMF) 
 IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) *16 世界各国経済情報ﾌｧｲﾙ 2001（世界経情報ｻｰﾋﾞｽ） 
*8 Universal Currency Converter 注： 商品輸入については複式簿記の計上方式を採用している

ため支払い額はマイナス表記になる 
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 ネパール王国 
 Kingdom of Nepal 
 
 
我が国における ODA の実績 （単位： 億円） *17 

年度 
項目 1995 1996 1997 1998 1999  

技術協力 25.91 27.92 23.43 23.18 19.34  
無償資金協力 57.43 63.44 62.82 52.02 67.92  
有償資金協力  204.00     
総額 83.34 295.36 86.25 75.20 87.26  
 
 
当該国に対する我が国 ODA の実績 （支出総額、単位： 百万ドル） *17 

暦年 
項目 1995 1996 1997 1998 1999  

技術協力 29.42 30.21 23.00 21.49 22.88  
無償資金協力 95.38 64.36 59.11 35.79 1.08  
有償資金協力 2.80 -5.78 4.05 -0.40 1.08  
総額 127.60 88.79 86.15 56.88 65.59  
 
 
OECD 諸国の経済協力実績（1999 年） （支出総額、単位： 百万ドル） *18 
 贈与(1) 

（無償資金協力・

技術協力） 

有償資金協力 
(2) 

政府開発援助 
（ODA） 

(1)+(2)=(3) 

その他政府資金

及び民間資金 
(4) 

経済協力総額 
(3)+(4) 

 

二国間援助 
（主要供与国） 

202.5 2.3 204.8 0.3 205.1 
 

1. Japan 64.5 1.1 65.6 0.0 65.6  
2. United Kingdom 26.4 0.0 26.4 -1.3 25.1  
3. Denmark 23.8 0.0 23.8 0.0 23.8  
4. Germany 22.1 0.0 22.1 2.3 24.4  
多国間援助 
（主要援助機関） 47.1 90.1 137.2 19.5 156.7 

 

1. AsDB   56.3 8.2 64.5  
2. IDA   33.9 0.0 33.9  

その他 3.0 -1.2 1.8 0.0 1.8  
合  計 252.6 91.1 343.7 19.9 363.6  

 
 
援助受入窓口機関 *19 
技術協力 ： 大蔵省対外援助調整局 
無償 ： 大蔵省対外援助調整局 
協力隊 ： 大蔵省対外援助調整局 

 

 
*17 我が国の政府開発援助 2000（国際協力推進協会） 
*18 International Development Statistics (CD-ROM) 2001 OECD 
*19 JICA 資料 
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資料 6　事業事前評価表

　 事業事前評価表

1. 協力対象事業名

ネパール王国第 3次カトマンズ地区配電網拡張整備計画

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性

(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性

我が国とネパールとの関係は、伝統的に極めて友好裡に推移してきている。ネパールは南西
アジアで最も所得水準の低い LLDC 国である上に内陸国としての厳しい条件の下で社会・経
済開発に努めており、援助需要は高い。民主主義の定着と経済の自由化をすすめつつ経済開
発に取り組んでいること等を踏まえ、我が国は積極的に開発援助に協力している。

(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性

ネパール国の電力事情は、発電側の開発の遅れにより慢性的な電力不足が続いてきた。しか
し、2002年現在、下記 4箇所（Khimti Khola, Upper Bhote Koshi, Modi Khola, Kali Gandaki A）の
発電所の完成により現時点では発電側の問題はほぼ解決されつつある。

一方、カトマンズ中心部への電力供給は、カトマンズ郊外に形成された 66 kVおよび 132 kV
外輪線の電力を外輪線周辺の変電所にて 11 kVに下げ、それら変電所から11 kV供給線によっ
て行われている。当座の電力不足は解消されたものの、近年カトマンズ中心部の電力供給に
おいて、供給線および変電所変圧器の容量不足が電力不足に代わる障害となりつつある。

そこでカトマンズ中心部への電力供給能力増強を実現する手段として、新たな変電所をカト
マンズ中心部に建設することが必要とされている。

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標）

カトマンズ地区、特にその中心部において、送配変電設備を整備・拡張し、市民に安定した電
力を供給することを目的とする。

4. 協力対象事業の内容

(1) 対象地域

カトマンズ中心街

(2) アウトプット

カトマンズ中心部の合同庁舎内に、新規に配電用変電所が建設され、その変電所まで近隣の
既設Teku変電所から高圧地中送電線が公道に沿って敷設される。

(3) インプット

【日本側】
① K3変電所建屋の建設
② 66 kV地中送電線の敷設（K3 - Teku）
③ Teku変電所の改修工事
④ Siuchatar変電所への 66 kV開閉機器据付
⑤ RTU（Remote Terminal Unit）のK3変電所への据付
⑥光通信端末装置据付および送電線保護用光ファイバー・ケーブルの敷設（K3 - Siuchatar）
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【相手国側】
① K3変電所建屋敷地の確保と埋立て
② K3変電所塀工事
③ 11kV配電線・給電線接続（材料調達と工事）
④電話・水道接続、家具類調達

(4) 総事業費

概算総事業費 14.17億円（日本側 13.97億円、ネパール国側 0.2億円）

(5) スケジュール

詳細設計期間を含め約 20ヶ月の工期を予定

(6) 実施体制

監督機関：水資源省
実施機関：ネパール電力公社（NEA）

5. プロジェクトの成果

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模

裨益範囲：カトマンズ中心部（北は現王宮から、南は Tripureswor付近まで、西は旧王宮から
東はDillibazar・Maitidevi付近まで）

裨益対象人口：約 26万人

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標

本事業の目的は、前述の通りカトマンズ中心部への電力供給能力増強である。本事業を実施
しなかった場合、電力供給能力不足による計画停電を実施せざるを得なくなる。この計画停
電を減少させることが本事業の目的達成を示す成果指標となる。

以下に、本事業を実施しなかった場合に予想される計画停電の影響を、一般需要家数とその
人口、および年間計画停電実施日数の算定値により示す。

また、最右列には本事業を実施した場合の予想計画停電実施日数を示す。

本事業なしの場合 本事業実施の場合

ネパール
会計年度

影響を受ける
一般需要家数
（戸）

影響を受ける一
般需要家の人口

（人）

年間計画停電
実施日数
（日）

年間計画停電実施
日数
（日）

2005/06 2,700 14,100 9 0
2006/07 6,600 34,300 21 0
2007/08 10,600 55,300 47 0
2008/09 14,900 77,300 76 0
2009/10 19,300 100,300 103 0
2010/11 23,900 124,300 153 0

本事業なしと、本事業実施の場合との相違が顕著となるネパール会計年度 2007/08年初頭、す
なわち 2007年以降を評価のタイミングとする。
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6. 外部要因リスク（事業の目的の達成に関するもの）

保守点検の的確な実施、即ち、設備の性能維持、設備障害の早期発見、事故の未然防止を目的と
してNEAが保守点検を計画的に実施することが必要である。

7. 今後の評価計画

(1) 事後評価に用いる成果指標

① 年間計画停電実施日数（日／年）
② 計画停電の影響を受ける一般需要家数（戸）
③ 計画停電の影響を受ける一般需要家人口（人）

(2) 評価のタイミング

2007年以降
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主 管 部 長 文書管理課長 主 管 課 長 情報管理課長 図書資料室受付印

収　集　資　料　リ　ス　ト

平　成 14 年 12 月 18 日　　作成

地　　域 アジア 調 査 団 第 3次カトマンズ地区配電網拡張整備計画 調 査 の 種 類 基本設計調査 作 成 部 課

国　　名 ネパール 等 名 称 現 地 調 査 期 間 2002 年 4 月 9 日 ～ 2002 年 5 月 2 日 担 当 者 氏 名

番号 資　　　料　　　の　　　名　　　称 形　　態 版　型 ページ数 オリジナル
コピーの別

部　数 収集先名称又は発行機関 寄贈・購入
(価格) の

取扱区分 利用
表示

利 用 者
所属氏名

納入予定日 納　入
確認欄

1 NEAのログシートの集計記録 A4 2 コピー 1 NEA 寄贈

2 A Report on the Proposed Substation K3 ﾎﾁｷｽ留め A4,A3 12 コピー 1 NEA 寄贈

3 Electricity Regulation ﾎﾁｷｽ留め A4 63 コピー 1 NEA 寄贈

4 Drawings of Siuchatar S/S

   Plan of 66kV Buses A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

   Equipment Support and Foundation Layout Plan A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

5 Drawings of Teku S/S

   Layout Plan A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

   Ground Floor Plan A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

   First Floor Plan A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

   Layout of GIS A3 1 コピー 1 NEA 寄贈

6 Working Drawing for Master Plan of UN Park（A1のｵﾘｼﾞﾅﾙを A2に縮小ｺﾋﾟｰ） A2 1 コピー 1 NEA 寄贈

7 Labor Act ﾎﾁｷｽ留め A4 36 コピー 1 Regmi Research (P) Ltd. 購入

8 Labor Rules ﾎﾁｷｽ留め A4 28 コピー 1 Regmi Research (P) Ltd. 購入

9 Wage and Bonus ﾎﾁｷｽ留め A4 22 コピー 1 Regmi Research (P) Ltd. 購入

10 List of Public Holiday A4 1 コピー 1 Regmi Research (P) Ltd. 購入
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